

































































入ンゼルプラン）を策定し実施す `5万人 ５７．１万人 60万人 80-7％
るように指導されてきたが、掴 “１９カ所｜驫欝蕊IL500ヵ所１８３６％､多機能膿育溌切































































































































































事業所内保寶施設 3.549 54.016万人近い子どもたぢが通ってい 斑
へき地保寶所 1.35§ 23.句Ｅることがわが愚｡





















































































































































































































































































































































、 ～８時間［８～9時間１９～１０時間110～11時間１１～Ｉ２鋳問１１３時間～ 函蛤蛤防Ｈｕ公立施設 麺鍔 公立1私立l公立I私｡属I公立1私立Ｉ公立[私立公立I私立l公立1私立
己《鍋''２:;'2篭|網:雷}署|雛:|:雲|:W欄豐|鮒
１３`３７１１９`332｛３２２１９１２０２５Ｉｌ７４１３７５０ＩｇＩＯ１ＥＩ６９１５０ｆＩｇ３３ｉI85DIl721H4g1倍、Ⅱ
(平2)「~｢ddI…ijU1~五｢iWr5;｢｢~rJj腿1馴訂1鼠ﾃ｢ﾃH1顕『帥§ツ
盆
(鞠|E:::ﾄﾞ慧|砦}:|'雲擴|綱霊;|撰畷圏難：
(厚生省・社会鵜*iＩ繩溌調謹報告に盤ろ翼ぺ鍵年10月１曲
(79％）と通っています。雷た保育時間11艤澗以上の園は公立園では17％にとどまっているの
に対して、私立園は48％と約半数の園が実施しています。長時間の保育は私立園が支える形に
Ｏ）なっており（表参照)、泊なみに先にあIずた38夜間保育所の中にも公立園は皆無です｡」
時間延長型保育サービス事業は、①1時間延長②2時間延長③４時間延長④6蒋間延擾の４類
型に分かれている。これから、２４時間型（子どもを24鍔間預けることができるというわげでは
趣く、子ども一人一人の保育時間は１０時間煎後だとしても、親の働く時|闘帯に合わせて預ける
ことができるように魁保育園を24時間開いていること｡）にはまだまだ遠い状況にあるとわかる。
しかし、朝早くの保育や深夜の保育、日曜・祭日の保育を必要としている子どもがたくさん治
り、さらに増えるであろうと思われる。
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第
第 どのように潤露すればよいか (省略）
おわりに
エンゼルプランや緊急保育対策等５カ年騨業などが策定されて5年以上がたつのに、未だに当
初の目標は達成されていない。しかし、これはなんとしてでも実現しなければなら救い。
様政は、 今の社会の子育てに関するニーズをきちんと把握し、 今求められている多様な保育
サービスを早くみんなに提供できるよう柔軟な対応をしていかなければ葱らない。
保育サービスを利用する誰もが、安心して気軽に利用できるような、柔軟性、また健即効魅
のある保育システムの懲臓、 さらには、利鵬者の賞担が少なくかつ質の職いサービスの充実が
強く望まれる。
違
（１）柴騎正行・諏訪きめ 『2H世紀へ向けての保育の創造一頼られる園づく リを目指して－』フ
レーベル館１９９９罐
(2)保育園を考える親の会『新版・はじめての保育園』株式会社主婦と生涯趣 2000年
(3)山縣文治・岸和田かおり：保育サービス再考』株式会社朱驚醤麗、2000年
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